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１．対象地域の状況

2



対象地域の状況

１．一般国道34号 新日見トンネルの概要

○一般国道34号は、佐賀県鳥栖市から長崎県長崎市に至る延長約137kmの主要幹線道路である。
○このうち対象区間は、長崎市中心部と東長崎地区を結ぶ国道34号のうち唯一の2車線区間となっ
ている。

【路線位置図】【広域図】

一般国道34号日見バイパス

対象区間

延長 1.6km

新日見トンネル

長崎市中心部 東長崎地区

新日見トンネル

長崎県

新日見トンネル
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全国(1.09)
長崎市(1.01)
長崎県(0.93)

東長崎地区(1.85)

〇長崎県や長崎市の人口が伸び悩むなか、東長崎地区では人口が大幅に増加しており、生産年

齢人口、年少人口などの若い世代の割合も高く、定住が促進されている状況にある。

資料：国勢調査（H22）、将来人口推計

0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90歳以上

10% 8% 6% 4% 2% 0% 2% 4% 6% 8% 10%

長崎市

生産年齢人口
が多い

年少人口
が多い

東長崎地区

高齢者の
割合が高い 65歳以上

（老年人口）
65歳以上
（老年人口）

15～65歳未満
（生産年齢人口）

15歳未満
（年少人口）

15～65歳未満
（生産年齢人口）

15歳未満
（年少人口）

対象地域の状況

２．地域・人口

■人口の推移

資料：国勢調査（H22）

■年齢階層別人口

増加傾向
昭和55年を1.0とした伸び
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東長崎地区

対象区間

延長1.6km

長崎市



○長崎市は、世帯あたりの自動車保有台数が全国及び長崎県平均を下回る状況であるが、東長崎

地区については、主たる利用目的である通勤・通学の交通手段のうち75％を自動車・バスが占めて

おり、自動車類への依存が高い状況。

○平成26年から、東長崎地区～長崎市中心部間に新規バス会社が参入し約100便が増加。

■通勤通学時の利用交通手段

対象地域の状況

３．生活

■長崎市-東長崎地区間の利用交通目的
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1.581.581.54
1.41
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0.98
0.82

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00
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データ：道路交通センサス（平日：H22）

374 399

91 106
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Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27
長崎県営バス 長崎バス

505便/日
465便/日

372便/日

■東長崎地区～長崎市中心部を結ぶバス本数の推移

データ：バス時刻表（道光バス停、奥山バス停）

■世帯あたり自動車保有台数

資料：国勢調査（H22）

資料：H2～H26：自動車保有車両数、軽自動車車両数
S50～H22：国勢調査
H24～H26：長崎県の世帯数（年報）
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12,289 12,871
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7,000

9,000

11,000

13,000

15,000

H18 H24

○東長崎地区では、宅地開発や企業立地が進み人口や従業者が大きく増加。

対象地域の状況

４．地域の特色

25

28

33
35

38
39 39

20

25

30

35

40

S60 H2 H7 H12 H17 H22 H26

昭和49年（1974年）

地区人口：2万人

平成26年（2014年）

地区人口：4万人

■東長崎地区の従業者数の推移■東長崎地区の人口の推移

H18年総務庁統計局「事業

所統計調査報告」「事業所・
企業統計調査報告」
H21、H24総務省・経済産業
省「経済センサス」

H22年まで国勢調査、H26年住民基本台帳

■東長崎地区の変遷

（千人）

（人）
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対象地域の状況

○長崎市と東長崎地区の交通流動(4.2万台/日)は、都市圏で２番目に多く関連性が強い。

○断面交通の約８割が国道34号を利用し、そのうち約６割が東長崎地区の関連交通。

○対象区間を通過する交通の多くは20km未満の短トリップ交通であり、一部100kmを超える長トリッ

プ交通も確認できるが、主たる交通は地域内の生活道路として利用されている。

資料：H22道路交通センサスOD

単位：台/日

長崎市
40.5万人

東長崎
地区

3.9万人

県央地域
23.1万人

県北地域
34.1万人

島原地域
14.5万人

64,209

3,879

42,457
A

５．交通特性

■A-A断面交通量の内訳■対象区間の利用交通内訳

16,398

9,439

県外

国道34号
359百台/日

(80％)

長崎自動車道
90百台/日
(20％)

長崎市-県央地域
21.0％

長崎市-島原地域
10.8％

長崎市-県北・県外
3.4％

その他
2.7％

0
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25,000

0～20 20～40 40～60 60～80 80～100 100～

国道34号(359百台)
長崎自動車道(90百台)231

101

48
21 11

37

※H22道路交通センサスの現況OD調査結果を基に算出

A

資料：H22道路交通センサス

自動車
類計

発着地別
利用内訳

長崎市-東長崎地区
62.1％

約８割が

国道34号を利用

約６割が

東長崎地区交通

■国道34号利用交通の発着地

国道34号は
短トリップが多い

(平均25km)

※H22道路交通センサスの現況OD調査結果を基に算出

長崎市との交通流動(H22道路交通
センサスOD) 単位：台/日

地域
万人 居住人口(H22国勢調査)
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２．一般国道３４号 新日見トンネルの概要

九州地方整備局
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日見バイパス西口交差点

日見バイパス東口交差点

新日見トンネル
L=約1.6km

県道116号

Ｎ

矢の平1丁目交差点馬町交差点
長崎芒塚IC

切通交差点

一般国道34号 日見バイパス

奥山交差点

６工区７工区８工区 ５工区

本河内トンネル

新日見トンネル

・区間 ：長崎県長崎市芒塚町～長崎県長崎市本河内 ・延 長：１．６ｋｍ

・車線数：４車線 ・全体事業費：約４４億円 ・計画交通量：約３５，９００台/日

一般国道３４号 新日見トンネルの概要

【計画概要】

【上り線】
（開通済み）

【下り線】

3.50 3.50 2.00
0.50 0.50

10.00

3.503.502.00
0.500.50

10.00

（都市計画等の状況）

・S51年度 ：事業化
・S52年度 ：都市計画決定、工事着手（8工区）
・S54年度 ：都市計画決定（5,6,7工区）
・S62年度 ：工事着手（5,7工区）
・H1年度 ：8工区開通（4/4）
・H3年度 ：新日見トンネル工事着手
・H5年度 ：新日見トンネル貫通
・H9年度 ：本河内トンネル工事着手
・H10年度 ：7工区開通（4/4）、本河内トンネル貫通
・H11年度 ：6工区暫定開通（2/4）
・H13年度 ：5工区開通（4/4）
・H17年度 ：6工区開通（4/4）（奥山交差点～日見バイパス西口交差点間）

【事業の経緯】

【平面図】

【標準横断図】

すすきづかまち ほんごうち
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10

【施工状況】

○トンネル坑口までの施工は完了、トンネル施工を残すのみ。

一般国道３４号 新日見トンネルの概要

▲終点側トンネル坑口付近

写真①

写真②

▲起点側トンネル坑口付近

奥山橋

（出典：国土地理院） （出典：国土地理院）

至 長崎

至 諫早

下り

上り

市道本河内3号線 新日見TN(上り側)開通済み

起点側土工部施工済

奥山橋(下り側)施工済

奥山橋(上り側)開通済み

終点側土工部施工済

新日見TN(下り側)未施工

日見BP東口奥山

写真②

写真①

10



３．一般国道３４号 新日見トンネルの
課題と整備効果

九州地方整備局
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一般国道３４号 新日見トンネルの課題と整備効果

【課 題】
●長崎市中心部から東長崎地区までの国道３４号唯一の２車線区間であり、九州管内の直轄国道２車
線区間の中で混雑度（２．５１）が最も高いボトルネック区間。

●特に、平日の朝ピーク時に新日見トンネルを先頭に渋滞が発生しており、通勤通学等へ影響。

１．交通渋滞（通勤等生活交通）

【整備効果】

○地域間の所要時間が短縮し、沿線地域の生活向上を支援。

長崎大学病院
（第三次）

⻑崎市

⾄諫早市

東長崎地区
対象区間
２車線４車線

矢上団地

宿町団地

東望団地

⻑崎芒塚ＩＣ

延長1.6km

切
通

高城台
団地

写真①
県道116号

⽇
⾒
Ｂ
Ｐ

⻄
⼝

長崎市中心部

鶴の尾団地

つつじヶ丘団地

至長崎中心市街地

長崎駅

長崎市役所

長崎県庁

卸団地

４車線

写真①渋滞状況

34,915台/日(混雑度2.51)

【 凡 例 】

： 朝に混雑

： 夕方に混雑
： 終日混雑

（注）混雑 ： 平均時速20km/h以下（H26.4.1～H27.3.31データより）

： 主要渋滞箇所
延
長

1.5km 1.0km

長崎市中央卸売市場

(分)

※現況：混雑時のH26プローブデータ
※整備後：交通量推計結果より算出

▲所要時間の変化
（切通～日見バイパス西口交差点）

現況（2車線） 整備後（4車線）

5

0

7.3

15

10 12.8

【所要時間】

約６分短縮

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

7時
台

8時
台

9時
台

10
時

台

11
時

台

12
時

台

13
時

台

14
時

台

15
時

台

16
時

台

17
時

台

18
時

台

平日平均

休日平均

平日の７時～８時台は渋
滞が発生し所要時間が大所

要
時
間
（分
）

▲曜日別、時間帯別所要時間（切通～日見バイパス西口） ※プローブデータ （H26.4.1～H27.3.31）

▲混雑度の変化

2.51

0.73

現況（2車線） 整備後（4車線）

（九州平均1.12）

1.0

2.0

3.0

0.0

約７割減少
混雑緩和！

※現況：交通量（H25.10調査）より算出
※整備後：Ｈ42将来交通量より算出

【混雑度】
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長崎市

島原半島

熊本市

長崎～島原～熊本間が指定

対象区間
延長1.6km

長崎駅

道の駅みずなし本陣ふかえ

千々石観光センター

小浜温泉足湯

雲仙岳災害記念館

島原城

島原半島

対象区間

延長1.6km

広域観光周遊ルート

雲仙地獄

九州新幹線
西九州ルート

H34年度開業予定

大村湾

長崎空港

長崎港

【凡例】
主な周遊観光施設
九州新幹線西九州ルート

九州最大の
ボトルネック

【課 題】
●対象区間は観光庁認定広域観光周遊ルート「温泉アイランド九州」に位置している。また、平成３４年度
には九州新幹線西九州ルートの開業が予定されている。

●観光客は増加しており、新幹線開業後は、更なる増加が想定され、ルートの信頼性向上が課題。

【整備効果】
○広域観光周遊ルートの信頼性向上。

資料：長崎県観光統計
▲温泉アイランド九州広域観光周遊ルート計画

１．交通渋滞（観光）

一般国道３４号 新日見トンネルの課題と整備効果

雲仙地獄（雲仙）雲仙地獄（雲仙）

▲広域観光周遊ルート

594 595 608
631626

663
687

705

500

550

600

650

700

750

H23 H24 H25 H26

長崎市 島原半島
観光客は年々増加

図4 長崎市と島原半島の観光入込み客数の推移

（万人/年）
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一般国道３４号 新日見トンネルの課題と整備効果

14

【課 題】
●対面通行のトンネル区間であり、中央分離帯もないため、死傷事故率が高く、事故リスクが高い区間。
●対象区間が事故等による通行止めの場合、迂回する県道に交通が集中し、所要時間が大きく遅延。

至長崎市街地

新日見トンネルの通行止めに伴う県道１１６号への
迂回により渋滞が発生写真②

２．交通事故

9.4 

28.6 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

通常時 事故発生時

通常時の約３倍
の所要時間

■通行止め時の所要時間

(分)

（県道116号迂回）

152

36
0

50

100

150

200

現況（2車線） 整備後（4車線）

約８割減少

■死傷事故率の変化

【死傷事故率】

■新日見トンネル通行止時の迂回路の状況

県道116号

対象区間

①

対面交通のため正面衝突事故
のリスクが高い

写真①

【整備効果】

○対面通行解消や渋滞緩和により、交通事故が減少し、道路利用者の安全・安心を確保。

0

50

100

150

200

250

４車線

対象区間
２車線

資料：交通事故統合データベース（H22-H25）

■死傷事故率（H22-H25）

：事故危険区間

４車線

トンネル区間

九州平均以上

九州平均以下

九州直轄国道平均８８.５件/億台㌔

トンネル内の高い
死傷事故率

１５２

（件/億台㌔）

②

■トンネル内の対面通行状況
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４．費用便益分析結果

九州地方整備局
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費用便益分析結果

便 益 Ｂ／Ｃ

走行時間短縮便益 約41億円

合 計

約53億円

1.3＝

走行経費減少便益 約7億円

交通事故減少便益 約4億円

事 業 費

事業費

改良費 約2億円

約44億円
（約36億円）

合 計

約58億円
（約41億円）

橋梁・トンネル・ＩＣ費 約35億円

その他工事費 約7億円

用地補償費 －

維持管理費
約14億円

（約5億円）

41億円

53億円

※現在価値化後

※上段：単純合計（税込）
下段：現在価値化後

[ ]書き上段：現在価値化後の便益
下段：現在価値化後のコスト
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５．とりまとめ

九州地方整備局
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対応方針(案)

○一般国道34号新日見トンネルの新規事業化については、

妥当である。

22


